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化学療法を受ける患者へのオリエンテーションの見直し
はじめに
　化学療法は、抗癌剤の開発や多剤併用療法により適
用する患者が増加し、症状の寛解や延命を可能とした
が、医療者側も患者自身も副作用の対策に苦慮してい
る。
　当泌尿器科病棟で、化学療法を受ける患者の多くは
65歳以上の老年期であり、薬剤の種類により入院期間
も様々である。
1）山本の報告によると「一般的に抗癌剤の副作用は、
　患者の全身状態や精神状況によって大きく異なる」
　　とあり、化学療法前の不安を軽減し安全に治療を
　受けるためにも、事前に十分野オリエンテーショ
　　ンを行い、理解を得ることが不可欠であると考え
　る。
　　そこで化学療法を受ける患者へのオリエンテー
　　ションを充実したものにするため、患者はオリエ
　　ンテーションに何を望むのかアンケート調査を行
　い、詳しく説明してほしかった項目と内容を明ら
　かにし、安心して治療が受けられるようにしたい
　　と考え取り組むことにした。
1用語の定義
オリエンテーション　ものごとの進路、方向を定める
　　　　　　　　　　こと（広辞苑）。ここでは患者に
　　　　　　　　　　対する説明、教育とする。
ll研究方法
1）調査対象：泌尿器科（12階東病棟）で化学療法を受
　けた泌尿器科癌患者
　疾患、抗癌剤の種類、年齢、化学療法施行回数は限
　定せず、無作為で抽出
2）調査期間：2005年10月1日～11月9日
3）調査方法
　質問紙調査法：化学療法を受けた患者へ、看護師
　より詳しく説明して欲しかったこととその理由に
　ついて、当泌尿器科病棟で一般的に多く使われる
　抗癌剤（メトトレキサート、ビンプラスチン、ドキ
　ソルビシン、シスプラチン、ドセタキセル）に見ら
　れる12項目の副作用について選定しその症状や対
　策について質問用紙を独自に作成。泌尿器科（12階
　東病棟）に入院中、または退院後外来受診時に看護
　師が配布し回収を行った。なお化学療法を行う前
　にオリエンテーションを行っていることを前提と
　して調査した。
　　key　word　化学療法　オリエンテーション　副作用
12階東　○澤木利江　犬塚多恵子　新保涼子　高木十代
4）分析方法　質問紙調査の結果を単純集計
皿倫理的配慮
研究目的を説明し、同意を得られた患者にアンケート
を配布した。アンケートの回答は無記名であり、結果
はすべて統計的なデータとして処理するため、個人の
回答内容が単独で資料となることはない旨説明した。
］V．級ﾊ
回収率94．1％　　有効回答率88．2％
17人（男14人　女3人）　平均年齢67．3歳
アンケート調査の結果については、表1～表12参照
v考察
　スケジュールについては、薬剤の内容を詳しく説明
してほしいという人が多かったことから、点滴は患者
自身の体に直接入るものであり、不安も伴うため、抗
癌剤だけなく全ての薬剤について事前に説明が必要で
あると思われる。
　脱毛については、比較的多く出現する副作用の一つ
でありボディーイメージの変化をきたすため、「ショ
ックだった」という意見もあり、精神的苦痛は計り知
れない。そのため、化学療法前に的確に脱毛する時期
や対処方法について情報提供を行なっておく必要があ
る。
　便秘は、化学療法の副作用や点滴施行中の安静によ
る活動の低下などにより増強されることが考えられ
る。そのため、患者自身が自ら対処できる方法を事前
に説明し、予防に努める必要がある。
　腎機能障害については、むくみ・だるさについて詳
しく説明してほしかったと答えた人が9人であった。む
くみ・だるさがある状況下での日常生活は身体的に苦
痛であり、精神的負担も大きい。そのため化学療法前
に症状について十分説明していく必要がある。また、
「なぜ腎臓に負担がかかるのかを教えてほしい」とい
う意見があったことから、抗癌剤が腎臓に及ぼす影響
についての説明も必要である。
　末梢神経障害（しびれ）については、化学療法後の副
作用として出現することがあるにもかかわらず、化学
療法前の説明不足を指摘する声がアンケートでは上げ
られていたことから、オリエンテーションを行なう看
護師の意識不足が考えられる。さらに、しびれは目に
見えるものではないため、どの程度なのか判断しづら
く、副作用の治療の優先度としても低いことから、事
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前に十分な説明がされてないことがほとんどである。
そのため、詳しい説明とともに対処方法が求められて
いる。
　抗癌剤漏出については「漏れたらどうなるのか」「危
険性を教えてほしい」という意見がみられた。看護師
は化学療法中に刺入部の観察や逆流を確認し、予防に
努めており、患者自身も抗癌剤が漏れる可能性がある
ことを知っているが漏れたときの危険性や対応策につ
いては理解していないと考える。そこで患者が安全に
治療を受けるために投与前に濾出の予防・症状・対応
について詳しい説明が必要である。
　比較的多くの人が腎機能障害、末梢神経障害（しび
れ）について詳しく説明してほしいと回答していた。
むくみ・だるさ、しびれについては本人が自覚するこ
とであり、症状の程度は個人差があるため、医療者は
把握しづらいと考えられる。そのため事前に、これら
の症状について説明し症状が強い場合は報告するよう
指導しておく必要がある。
　説明がなかったという意見から、看護師のオリエン
テーション不足と患者自身の理解不足の双方が考えら
れる。そのため、患者自身が繰り返し見直すことがで
き、副作用に対して積極的に予防・対処できるように
媒体を用いたオリエンテーションが必要であると考え
られる。そこで、患者が「詳しく説明してほしかった項
目と内容」を中心に化学療法前オリエンテーション用
のパンフレットを作成した（資料1）。
　今回の調査では化学療法の副作用の症状や対処法に
ついてより詳しい説明を求めるものが多かった。実際
患者は治療前に医師からも説明を受けているにも関わ
らず、このように回答したのは化学療法に対する知識
不足からくる不安の現れだと考えられる。2）出口ら
は「化学療法を受ける患者に対しては、治療の受け止
め方などを観察し、状況に応じて治療における正しい
知識や副作用に対する指導、予防方法・対処方法など
具体的な情報提供を行なっていくことで患者は治療を
イメージ化でき、受け入れやすくなる」と述べている。
そのため、患者が治療自体をイメージできるように事
前に具体的な説明をしていく必要がある。
’v［結論
1．化学療法を行う患者が、詳しく説明してほしかっ
　た項目と内容は、副作用の症状や対処法について
　であった。
2．説明がなかったという意見からオリエンテーショ
　ンを口答で行なっていても、十分な理解を得られ
　ないこともある。
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【詳しく説明してほしかった項目と内容】
表1　化学療法スケジュールについて（複数回答）　（n・＝17） 表7　しびれについて（複数回答）　（n＝17）
内容／件数 内容／件数
薬剤の内容 6人 ・薬は何日後からきいてくるのか・残念ながら説明がなかった 手指・足先のしびれ
i感覚鈍麻）
10人・しびれはどれくらいでとれますか・対処法を知りたい
E説明がなかった投与時間 2人 ・イメージより長かった
Eそのときによって投与時間が一定しない 出現する時期 5人
その他 2人 ・対策をおしえてほしい
表2　吐き気について（複数回答）　（nニ17）
内容／件数 理由（自由記載） 表8　白血球減少について（複数回答）　（nニ17）
吐き気 4人 内容／件数 理由（自由記載）
食事 3人 ・説明がなかった 口内炎 3人
味覚の変化 3人 ・味覚がなかった 感冒症状 5人
点滴で水分・栄養補給 1人 ・この方法がよかったから説明してほしい うがい・手洗い・マスクの使用 3人
薬剤（吐き気止め）の
g用
3人 ・どのような薬ですか・薬を使うとよかった 面会者の手洗い・マスクの使用 3人
日常生活上の注意 3人
出現する時期 3人 採血の必要性 1人
その他 1人 4人薬剤（白血球増加剤、
R生剤）の使用
・これをしないと白血球が上がらなかった・しらなかった
表3　脱毛について（複数回答）　（nニ17） 出現する時期 2人
内容／件数 理由（自由記載） その他 2人
髪の毛、体毛の脱毛 5人 ・いつまで、どれくらい脱毛するのかしりたい
早めの散髪 3人 ・必ず抜けるのがわかっているな
迺mらせて欲しい（女性）・脱毛したときはショックだった
ﾌで予め宣告してほしい
・白血球をつくる機能低下の対策に
ﾂいて知りたい
E薬を使用しないで白血球の減らない方法・化学療法の期間を変えれば機能但
ｺは変わりますか
帽子・かつらの使用 2人 ・対人関係の仕事をしているため、
Kず説明してほしい
表9　赤血球減少について（複数回答）　（n＝17）
内容／件数 理由（自由記載）
毛髪の再生 5人 貧血症状 5人 ・説明がなかった・ふやす方法を教えて・きかんを知りたい
Eいつ再生するのか検討がつかず不安だった 食事療法 4人
2人 採血の必要性 3人食事について晦藻類の摂取）
出現する時期 3人 ・発毛の時期 輸血について 3人
・これをしないと貧血がなおらなかった・詳しい説明が必要
その他 2入 ・頭の洗い方・発毛の時期 出現する時期 3人
表4　便秘について（複数回答） （n　＝17） 表10　血小板減少について（複数回答）　（n＝17）φく彊　　　1ヌこ4廻冒　　　　　L　、↑欠亥入凹賞ノ　　U1　⊥’ノ
内容／件数 理由（自由記載） 内容／件数 理由（自由記載）
腹部の保温・腹部マッサージ 4人 出血しやすい 3人
水分摂取 4人 採血後の止血について 3人
鱈融食物雛・乳製品の摂取） 3人 出血予防 2人
適度な運動 3人 転倒・外傷・打撲に注意 3人・散歩いがいによい方法はないか・なまけていたから
採血の必要性 1人
3人 輸血について 1人薬剤（下剤・緩下剤等）
ﾌ使用
・この方法がよかったから説明してほしい・早めにしらせてほしかった
出現する時期 1人
出現する時期 2人
その他 1人 表11抗がん剤が漏れる可能性について（複数回答）　（nニ17）
内容／件数 理由（自由記載）
表5　下痢について（複数回答）　（n＝17） 点滴中の安静 4人
内容／件数 理由（自由記載）
・何故固定しなければならないの
ｩ教えてほしい
水分摂取 4人 刺入部の耳痛・発赤腫脹 3人
食事療法 4人 刺入部の痺痛・発赤井井現時鮎 3人
薬剤の使用 3人 ・このほうほうがよかったから説明してほしい・しらなかった 抗癌剤漏出時の対応 6人 ・漏れたらどうなるか一言言ってほしい
E危険性を教えてほしい
出現する時期 2人
その他 1人 表12過敏症（薬剤に対するアレルギー）について（複数回答）　（n＝17）
内容／件数 理由（自由記載）
表6　腎臓への負担（腎機能障害）について（複数回答）　（n＝17）過敏症の症状 5人 ・なぜ過敏症がおこるのかがわからない
内容／件数 理由（自由記載） 薬剤の使用 1人 ・どのような薬があるか
むくみ・だるさ 9人 ・足の軽くなる方法がしりたい 出現する時期 1人
体重測定・飲水量の把握蓄尿 1人
採血の必要性 3人 ・結果を教えてほしかった
薬剤（利尿剤）の使用 2人
出現する時期 4人 ・説明がなかった
その他 2人 ・なぜ腎臓に負担がかかるのか教えてほしい
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E　吐5気が展く薦琶窃湾口”糠拶い鱒熔貞滴壱す昏ここ”あ開藩す．
◆　　　　　吐e駕”閉る甜吐巴祉060嫌燈韻∬轟　臨量　，電の饗驚　　　㎜すa軸嘱せ　く　繕亡し覧．
◆　吐いτし霧っ薄崎憾
楯A ● （餌 ◇ナースコール砦押しτく修さ帥．◇続慢せψ吐いτし審，τが審い審せん． 　nｮ」） ◇吐い鳶織捗田鶴い＊℃う∬い幽し愁51．氷片を0に盆むε亡っぱ‘1し修す．η
）
4、騰毛についτ o＝
月 日（
虚●さ藤にε，τδ‘蓼農‘、鶴療瀞行”れるタうに、
｝カ1ら貞嫡絶酬頓，5博確
慮滴中の注掃地や
鵬偏穿、 ・　　1■凶蔓”あ叫審す”z～3漣製圏国15毛”擁置寸τ毛…琴す．　しかし治療讐了撮冒～z@3～6ヶ日くらIl℃かけτ健え芒弓い審嬬．
E　あら力児；0り髪砦麺くゴ7ットε凋」るεδ；いτ1しδう．
ヶ兄くらいさ再生し
レ噌ト駈縄51τこ！糊しマ＝51霧電．霞■しこ【翼閥3ぎ鎚参し結らいつ饗も｛＝姻蟄く彪εい． ・　髪”目附τし蓼っ紀七回捗κン禦十や帽子竜しτ対処す6こδいτし’う．
5、 鰍につ51τ 9，富山癒遊る髄。鱈下（nvq，gl）につ5電
響 脚→殿的に蹴慮翻治臨画撮”ら． 1遇閏以肉に8削る。ε”多いεいわれτ5押す． ★化学翻塞。口俸爾⑦ひこつ‘しτ、白畠諏・8」画1・自小極■遷っτ仙る脅■o儀鱈”簿鯛虚
． ホ懸橋98を心前ナ藤しょう 舵●す．
o 臓輝智マリサージし隠鱒環助薦闘しτも爾が璽尊い場含捗下鷲を優爾τ！ε霧¢。
・ 轄‘i遅馳や気分転嬢砦r5”けびしδう． 白血慧鋼ゆについτ　　　　　　’　　　～　　　　　1一．（紐中唾捷鴛一｝
・血液中の白血環健体1駈賄卿す5顧巴が蕊‘博電．
≠謡 ・貞満”簑わっτ2遇閏くらいで白自隷”誠少（㎜～100のしτ．健の括杭カがF揮輔磁
換しゃすくぢくCζ”あ闘蜜す．
6、 下痢につ‘尾 ・二棟惨・一
● 椛璽賄引給籏i塵潤｝‘ぐに超εる橘台こ．　1～Z漣劃閣曙翻屡二8琶■捗幽‘董が畜‘」密4’● ㊧ 織揮這う体”躍る‘1口内鎌揮冒εる　のε”68
o 下南雌耀く場倉憾㎜下痢止6ゆのR腰”層忠蜜す． こ‘b鶴曝冒醒総雇す．
● 滴化』二占いもの竜愁べるホうに心”け0し，う． ★葦。総己嚇貞引引艦齢把ら．以下に注円し晒し’う． 蚤
・ 騰ホ塵櫨身防ぐ彪aゆにス濯一Ψド「，ンケ6ご壱瞭のと：占い麿しδう． ★マスケ・手脚レう”いをす愚　　　　　　　　　　　　　1 ＝
艀朋なひμτ‘場刈二近づか桝昏∂；うに8軌　　　　　　　1
7．一につ51τ 　★人こおをさけ§占うにする．E白即詠壱見る紅66に，今際廼占q揃の顧融が増え，す． プ● 自覚纏1棟こしτ罷れにくひ躍己晒猷水量や1陰童噛注慮しτ冴τい琶霧す． 葦の隠6ゐ． 榊6》欽ホ量 ・白血環が少なく轟轟、鱈脳力が弱蜜っτし蜜っ結引腰に悸、白血難琶増やす隠6ゆの注射琶
な据鍾し， 口口霊れ紀訥ψホ鞭竃。●目しタ弓． する己ε”幽聞遼す。
● 富小水”出にくく一価Oこτ用脚に負組撹りかると：体にホ”占奪研潮■一こ6っτ現粗■ここ”
翫‘博す． 轟血雌澱少についτ　　　　自色素＝正常鍍：10～149／」1
9 治趨響古轍しτ1遇悶くらる1山門臓の負撞な誠ら確慮661日ト2㍑竜8寝にホ分壱こ輔皆し‘ ・6血響”減少す5こ黄血確懇に¢‘陪確．
う． ・直溝胡慶れっτZ～3遇暉曙後くらいに出現し奪¢．
卿 おホや畠策ジュー2好εび窃のな欺Aτくだ亡51． ・山臥惨…
6 治粗目墨貞烈iで趣φホ壱出しやすく噂’6∂帽駿｝使うOこが蕊鱒藤す”、o麗も腎臓に負組竜掛け磐 甲骨6ゆ，61皇切れ日鵬彊慮慮立15くらa
‘1ようにする紀。ゆに行尊5博す．
醗　◎ ★妊の雄6吟q滴癒絶6噂紀ろ三下に‘…瞭し9しδう。
@　☆離二丁ゆつく樋行っτく毎亡い，
@　★ぢるべく候分の多‘1償亭壱層目δうに心倒けτくだε‘1， ＼
一
8、 しびれにつ‘鳥τ ・廓血引切見蚤踏66に，脅蓼τよ51探画の画引が酬え蓄電． 藤
・　Aモヴロピン89／引聖8蜜に髄聖行う二こ；壱あ51蜜す．
・ 塵纂の出珊に鯵■人垂”蚕‘1解す”6～30ヤ兄猷上揃睦す●こいわれτい摩す．
■ 手先足先0しびれ慮覚”円く“るコζ”幽51，す．虐賦こしτ鮭報や轄下壱昌縛陶旧いτいる 血小極躍少につ‘忙　　　　正需値：15～60万／μ」
ホう日劇嘘15す． ●自四極跡（Z．5万～5万）麓ゆ亀節こ出画しやすく．止画しにくく移‘1蜜電．
● 窪績に対しτ幡内■瞭聯”あ‘博す”，6怠“か舶県雌得ら醜熔い。”現隷で¢． ・直滴開田わっτ2遇悶くらい寳出現し審す．
6 手施足鳥の磁覚”艶るここ遷震傷や転儒の急餓”畠‘博電の層注量∬轡專℃電． ・虚喝捗・一
鼻出自　肉出直
r駕 ク愛 ★その鳶6ゆ亘舗竈i頓訪愁ρ…鳳下に控量し俸しょろ．@　☆鐸自媛捗【，，浄‘3こ庄迫止幽しτ’F亡5暫．（　　　へ へ 貨推便爵に強く力蓼固いホうにしτ下霊μ．優砧ぞ崩れ腰下剤董罐しし旧す．
●《ζ ● ☆転鯛や打扇に注値し広し8う．
） ） ☆趣鄙釜‘lo儲爾悟選け審し‘う．
o
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